
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ボランティア通信 ２０２５．４  Vol．２６０ 

 

なかま 
 発  行  交野市ボランティアグループ連絡会  

  （交野市ボランティアセンター内） 

Ｖ連絡会  E-mail katano.vltr94@ｇmail.com 

Ｖセンター E-mail katabora1994@katano-shakyo.com 

 

ボランティアを 

紹介してほしい人 

ボランティア活動を 

はじめたい人 

ボランティアセンターに 

お問い合わせください 

メール（左横参照）または 

電話 072-894-3737 

 

 

 

 

（１） （４） 

 
 

 

な
か
ま
次
号
発
行
予
定 

令
和
７
年
７
月
７
日
（
月
） 

 
 

 
 

 

「
な
か
ま
」
２
４
７
号
で
ロ 

シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻 

を
編
集
後
記
で
取
り
上
げ 

て
早
や
３
年
が
過
ぎ
た
。 

膠
着
状
態
が
続
く
中
で
ト
ラ
ン
プ
米

大
統
領
が
停
戦
に
向
け
て
動
き
出
し
た

こ
と
は
喜
ば
し
い
こ
と
だ
。
し
か
し
当
事

国
双
方
が
合
意
で
き
る
解
決
策
は
至
難

の
業
で
あ
る
。
ど
の
よ
う
な
合
意
が
形
成

で
き
る
の
か
世
界
が
注
視
し
て
い
る
。
他

に
も
中
東
に
お
け
る
イ
ス
ラ
エ
ル
と
ハ
マ

ス
の
戦
闘
な
ど
、
世
界
各
地
で
紛
争
の

火
種
は
絶
え
な
い
。
紛
争
の
な
い
国
際
社

会
の
実
現
は
道
半
ば
か
・
・
・
。 

 

こ
の
度
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
第
５

期
交
野
市
地
域
福
祉
計
画
・
地
域
福
祉

活
動
計
画
（
令
和
８
～
12

年
度
）
策
定

に
向
け
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
連
絡
会

に
活
動
目
標
（
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
）
の
作

成
に
つ
い
て
打
診
が
あ
り
ま
し
た
。 

連
絡
会
で
は
高
齢
化
や
人
口
減
少
に

よ
り
役
員
や
リ
ー
ダ
ー
の
担
い
手
不
足
が

深
刻
化
し
て
い
ま
す
。
負
担
の
少
な
い
引

継
ぎ
を
実
現
す
る
た
め
、
ま
た
連
絡
会
と

し
て
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
く
の
か

を
示
す
た
め
に
、
連
絡
会
初
の
試
み
と
な

る
５
年
間
の
活
動
目
標
を
社
会
福
祉
協

議
会
の
協
力
の
も
と
作
成
し
た
い
と
考
え

ま
し
た
。 

先
ず
２
月
に
連
絡
会
と
し
て
今
後
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
目
指
す
方
向
性
や
目
的

を
明
確
に
す
る
た
め
、
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ

ー
、
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
、
グ
ル
ー
プ
員
を
対
象

に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の

集
約
さ
れ
た
意
見
等
を
基
に
３
月
25

日

グ
ル
ー
プ
懇
談
会
を
開
催
し
、
３
つ
の
テ

ー
マ
別
に
各
リ
ー
ダ
ー
と
役
員
、
そ
し
て

社
協
職
員
の
協
力
を
得
て
討
議
を
進
め

ま
し
た
。 

 

            

こ
の
度
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
第
５
期

交
野
市
地
域
福
祉
活
動
計
画
（
令
和
８
年

度
か
ら
５
年
計
画
）
策
定
に
向
け
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
連
絡
会
の
活
動
目
標
（
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
）
の
作
成
に
つ
い
て
協
力
要

請
が
あ
り
ま
し
た
。 

連
絡
会
と
し
て
も
、
今
後
ど
の
よ
う
な
活

動
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
、
ど
の
よ
う
な

活
動
が
で
き
る
の
か
、
所
属
グ
ル
ー
プ
リ
ー

ダ
ー
・
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
・
を
は
じ
め
グ
ル
ー
プ

員
（
任
意
）
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し

た
。
集
約
は
社
会
福
祉
協
議
会
で
実
施
し

て 

 

 

 

 

活
動
目
標
（
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
）
作
成
に
向
け
て 

 
 
 

グ
ル
ー
プ
懇
談
会
で
討
議
始
め
る 

みらいにつながるふくし教育 

 子どもたちや地域の人々のみらいにつながる「ふくし教

育」の魅力を発信します。交野市のふくし教育をみんなで

楽しく盛り上げていきましょう!! 

 日 時  2025年 5月 14日（水）14時～16時 

         受付  13時 30分～ 

場 所  ゆうゆうセンター4階 多目的ホール 

対象者  ふくし教育に関心のある交野市民 

定 員  100人 

講 師  元大阪教育大学教授・ふくし教育の実践研究所  

SOLA（Social Labo）主宰  新崎 国広氏 

【講座内容】 

・実践報告 2024 

  ・ふくし教育プログラムについて 

 ・講演「みらいにつながるふくし教育」 

【問い合わせ・申し込み】 

社会福祉法人 交野市社会福祉協議会 

〒576-0034 交野市天野が原町 5－5－1 

（ゆうゆうセンター3階）  ☎072－895-1185  

 

Web申込可 

 

令
和
７
・
８
年
度
役
員
候
補
選
出
ブ
ロ
ッ
ク
決
ま
る 

 
 

 

大
阪
府
市
町
村
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
会
代
表
者
会
議 

 
 

２
月
14

日
（
金
）
代
表
者
会
議
と
研
修

交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

代
表
者
会
議
で
は
令
和
７
年
度
活
動

方
針
及
び
同
予
算
の
決
定
。
令
和
７
年
は

役
員
改
選
の
年
に
あ
た
り
、
役
員
選
出
は

４
ブ
ロ
ッ
ク
よ
り
２
名
ず
つ
の
選
出
で
、
担

当
ブ
ロ
ッ
ク
候
補
は
左
表
の
通
り
で
す
。 

５
月
の
総
会
で
は
担
当
市
町
村
名
と
氏

名
が
正
式
決
定
さ
れ
ま
す
。 

  

役 職 担当ブロック 

会 長 河北ブロック 

副会長 河北ブロック 

 〃 北摂ブロック 

 〃 河南ブロック 

 〃 泉州ブロック 

会 計 泉州ブロック 

監 査 北摂ブロック 

 〃 河南ブロック 

 

Ａ
：
現
在
大
阪
府
下
に
は
政
令
都
市
（
大

阪
市
・
堺
市
）
を
除
く
41

市
町
村
の
内
、

30

市
町
村
が
加
盟
し
て
い
ま
す
が
、
今
回

岬
町
が
脱
会
し
ま
す
の
で
29

市
町
村
に

な
り
ま
す
。
内
訳
は
北
摂
６
市
１
町
、
河
北 

７
市
、
河
南
８
市
２
町
、
泉
北
４
市
１
町
で

25

市
４
町
の
市
町
村
と
な
り
ま
す
。 

Ｑ 

大
阪
府
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連

絡
会
に
は
幾
つ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
が
あ
る
の
？ 

  

社
協
と
協
働
で 

ふ
く
し
教
育
の
充
実
へ 

 引
き
続
き
行
わ
れ
た
研
修
交
流
会
で

は
４
グ
ル
ー
プ
の
活
動
報
告
が
あ
り
、
ど
の

グ
ル
ー
プ
も
活
発
で
あ
り
、
な
お
か
つ
前
に

向
か
っ
て
進
ん
で
い
る
様
子
が
よ
く
伝
わ
っ

て
き
ま
し
た
。 

特
に
私
が
関
心
を
持
っ
た
の
は
、
昨
年

度
か
ら
交
野
市
社
協
が
取
り
組
ん
で
い
る

「
ふ
く
し
教
育
」
（
車
い
す
・
ア
イ
マ
ス
ク
・ 

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
・
高
齢
者
疑
似

体
験
等
）
に
関
す
る
も
の
で
、
和
泉
市
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
『
ア

イ
・
あ
い
ロ
ビ
ー
』
が
同
様
の
活
動
を
10

年
ほ
ど
前
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
続

け
て
お
ら
れ
ま
す
。 

個
人
的
に
私
は
２
年
前
か
ら
「
ふ
く

し
教
育
」
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
メ
ン
バ
ー
と
し

て
活
動
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
メ
ン
バ
ー

が
さ
ら
に
増
え
、
皆
さ
ん
と
交
野
市
の

学
校
や
地
域
を
訪
問
で
き
る
こ
と
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
社
協

と
共
に
連
絡
会
も
「
ふ
く
し
教
育
」
に
取

り
組
ん
で
ゆ
き
た
い
と
考
え
ま
す
。 

 

  

令和７年度リーダー会議予定 

 4月 22日（火）10時～ 

 於：ボランティアセンター2階 

以降、偶数月の第 4火曜日に開催 

6月 24日、8月 26日、10月 28日 

12月 23日、2月 24日、3月 24日 

※3月は年度末につき特別開催 

各
グ
ル
ー
プ
で
大
変
活
発
な
意
見
交

換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
後
は
こ
の
討
議

の
取
り
ま
と
め
を
行
い
、
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
に
つ
な
げ
る
作
業
を
進
め
８
月
に
は
プ

ラ
ン
を
完
成
さ
せ
る
予
定
で
す
。 

そ
し
て
令
和
８
年
度
か
ら
は
、
連
絡
会

並
び
に
各
グ
ル
ー
プ
が
こ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
に
沿
っ
て
、
よ
り
良
い
活
動
が
展
開
で

き
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。 

 

 

 

 

       テーマ３ 

ボランティア活動の 

すそ野を広げる 

 「 討議の焦点」 

    ボランティア活動への足掛かり 

    ふくし教育と学校との連携など 

テーマ１ 

ボランティアと 

生きがい・やりがい 

「討議の焦点」 

生きがい・やりがいを伝える 

誰も入りやすいボランティア活動 

          テーマ２ 

ボランティアと 

くらしの困りごと 

 「討議の焦点」 

   連携・PR・継続を柱に、 

バス交通の整備も話題に 

 

 

アンケートでは 

２０６件の声が寄

せられたよ！ 
 

 

mailto:vltr94@ｇmail.
mailto:katabora1994@katano-shakyo.com


 
 

（３） （２） 

 

令和７年度グループリーダー 

  ３月２５日のリーダー会議で令和７年度 

各グループのリーダーが下表の通り報告さ 

れました。 

 

グループ名 リーダー名 

在宅訪問 「陽だまり」 塚本 民代 

子育て広場 「アリス」 岡本 彰子 

手話 「さつき」 新里 幸子 

要約筆記 「星の会」 坂口 和代 

点訳 「虹の会」 川下 武士 

朗読グループ 「あい」 神原 洋子 

障がい者との交流 「ほほえみ」 岩川 きわ 

障がい者・施設支援 「ふれんズ」 中津川 美智恵 

介護衣料手作り 「糸ぐるま」 林 志都江 

おもちゃ作りとニュースポーツ・ 

演芸 「玉手箱」 
早田 有美子 

 

 

 

ボランティア交流会／3.12 ゆうゆうセンター多目的ホール 

 

１月 28 日、河北ブロック交流会が枚方市のラポール

ひらかたで開催され、老若男女、約40人が４テーブルに

分かれ「グループを継続するためのアイデア」を話し合

いました。 

各地域、環境・状況は様々です。行政・グループの広

報・ＳＮＳの活用、フェスティバルの開催、校区福祉委員

会との連携等、工夫されています。広報に掲載されたボ

ランティアの笑顔を見て加入の事例に感心しました。 

テーブルごとの発表時、私たち交野市連絡会の「なか

ま」の発行回数と配布方法に 

称賛と驚きの声が上がりました。 

他のグループでは年１回の発行 

が多いようです。 

他に手作りのベレー帽・エプ 

ロン姿でコーヒーをふるまうグ 

ループがとてもユニークで印象 

に残りました。 

 

河北ブロック交流会 
グループを継続するアイデア？ 

 

  

集まろう！ 知ってね！ ボランティア！ 

 

 

 

 

 

 

第 1 部 
津軽三味線と 
トークショー（笑） 

稲垣亜香音さん「津軽民謡じょん

から節」などの演奏とトーク、 

「さつき」が手話で情報保障 

第
１
部
は
交
野
市
在
住
の
稲
垣

亜
香
音
さ
ん
に
よ
る
津
軽
三
味
線

と
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
。
津
軽
民
謡
じ
ょ

ん
か
ら
節
を
は
じ
め
、
津
軽
甚
句
の

力
強
い
演
奏
の
ほ
か
、
三
味
線
と
の

違
い
等
ク
イ
ズ
を
ま
じ
え
て
の
軽

妙
な
ト
ー
ク
で
会
場
は
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。 

 

第 2 部 シールラリー１００人超が 

ボランティア体験と交流 
 

第２部は１０グループがそれぞれ工夫を凝らしての活動紹介や体験を通しての

交流で、他グループに関心や興味を持つことができました。  

また地域の方々にボランティア活動を知っていただく機会になりました。 

「陽だまり・アリス・ふれんズ」の写真紹介ができず、お許しくださいね。 

★
ア
ン
ケ
ー
ト
／
主
な
意
見
・
感
想 

・
色
々
な
グ
ル
ー
プ
の
活
動
を
知
る
こ
と
が
で
き
た 

 

・
知
ら
な
い
活
動
も
あ
っ
て
勉
強
に
な
っ
た 

・
皆
さ
ん
楽
し
く
活
躍
さ
れ
て
い
て
感
動
し
た 

 

・
毎
年
継
続
し
て
も
ら
い
た
い 

・
一
般
参
加
の
人
が
少
な
い
の
が
残
念
に
思
う 

 

・
一
般
の
人
に
知
っ
て
も
ら
え
る
活
動
を
し
て
ほ

し
い 

・
活
動
す
る
人
も
利
用
者
も
増
え
て
ほ
し
い 

 

他
に
も
貴
重
な
意
見
・
感
想
を
多
数
い
た
だ
き

ま
し
た 

 

 

 

  

「糸ぐるま」 保険証やカ

ード類を保管できる入れ

物が人気でした 

朗読「あい」 声の広報

「かたの」を聴いていた

だきました 

 

「ほほえみ」 日頃の活動

内容を紹介 

「星の会」 第１部から要約

筆記で情報保障 

   「虹の会」（右） 

体験者が殺到、点字板６

枚、パソコン２台がフル稼

働。作画の「ばら・ドラえも

ん・盲導犬」も好評 

   「玉手箱」（左） 

おもちゃ作り２種類（平面キュ

ービック、提灯ブンブン）の材

料を使い切りました 

 

 

 １月 16 日、ゆうゆうセンター多目的ホールで開催しま

した。声の広報等ＣＤの利用者・介助の皆さん方をはじ

め、一般の方々の参加も含めて約 150 人が集い、とて

も嬉しかったです。 

 第１部は、社会福祉協議会・前波会長のごあいさつの

後、「あい」発足当時のエピソードを交えて 30年を振り

返りました。また、現在の活動を写真で紹介し、広く知っ

ていただく機会にもなりました。 

 第２部は、「尺八と筝の和楽器コンサート」でした。目

の見えない尺八奏者安田さんが中央の花道を演奏し

ながら登場。筝の折本さんと一緒に「春の海・上弦の

曲」など迫力ある演奏で、会場は新春の雰囲気に包ま

れました。 

 また、尺八のリクエストコーナーでは、「愛の讃歌、川の

流れのように、ラ・・クンパルシータ、サザエさん」などジ

ャンルを超えて自由自在のメドレー演奏に拍手がやみ

ませんでした。 

 これからも「あい」の活動を永く続けていきたいと改め

て思う１日になりました。 

「まちぷらす」訪問 

地域に根ざした 

コミュニティーセンターへ 
 

１月 31 日「地域のプロと手を結ぼう」と、役員が「まち

ぷらす」くすのき通り（天野が原２丁目・旧ミルキーウェイ）

を訪問しました。 

大きなガラス戸の玄関を中に入ると、本棚やテーブルセ

ットがあり落ち着いた空間です。 

「まちぷらす」の西さん・山村さんのお話によると、まちぷ

らす（６年前にケアプランセンターとして立ち上げ）は、介

護だけでなく、子どもから高齢者まで地域に密着したコミ

ュニティーセンターとしての取り組みも進め、縦割りのつな

がりでなく、横のつながりで地域に根付くようにしたい。 

また大型本棚を中心に「machi としょ」を作りたいと、熱

く語られました。 

連絡会も点としての活動ではなく、地域の方々、団体と

手をつなぎ、ボランティア活動が楽しいと感じられ、元気に

なるような取り組みを考えています。 

今後、「まちぷらす」とも連絡を取り合い、地域の方々に

ボランティア活動を知っていただき、ボランティア仲間に迎

え入れる取り組みをしたいとの想いを強めた訪問でした。 

 

 

朗読「あい」３０周年記念式典 

 
尺八と筝の和楽器コンサート 

 

  

前田副会長が「なか

ま」について報告 


